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【手続補正書】
【提出日】令和2年10月14日(2020.10.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　アナログ信号である画素信号を出力する画素と、
　前記画素信号をデジタル信号に変換してデジタル画素信号を生成する読み出し部と、
　前記デジタル画素信号を記憶する記憶部と、
　第１検査信号を前記記憶部に出力して前記記憶部に記憶させるように構成されていると
ともに、前記画素信号を前記デジタル信号に変換する際の前記記憶部の初期値に対応する
初期化信号を出力するように構成された第１検査信号出力部と、を有する
　ことを特徴とする固体撮像装置。
【請求項２】
　前記第１検査信号出力部は、前記読み出し部を介さずにデジタル信号である前記第１検
査信号を前記記憶部に出力する
　ことを特徴とする請求項１記載の固体撮像装置。
【請求項３】
　前記第１検査信号は、互いに異なる値を有する複数の検査パターンにより構成される
　ことを特徴とする請求項１又は２記載の固体撮像装置。
【請求項４】
　前記第１検査信号出力部は、前記複数の検査パターンを順次、前記記憶部に出力して、
記憶させる
　ことを特徴とする請求項３記載の固体撮像装置。
【請求項５】
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　前記複数の検査パターンが、あるフレームの前記デジタル画素信号の出力が終了した後
、かつ、次のフレームの前記デジタル画素信号の出力が開始する前の期間に前記記憶部か
ら出力される
　ことを特徴とする請求項３又は４記載の固体撮像装置。
【請求項６】
　前記複数の検査パターンのうちの１つの検査パターンが、第１のフレームの前記デジタ
ル画素信号の出力が終了した後、かつ、前記第１のフレームの次の第２のフレームの前記
デジタル画素信号の出力が開始する前の期間に前記記憶部から出力され、
　前記複数の検査パターンのうちの別の１つの検査パターンが、前記第２のフレームの前
記デジタル画素信号の出力が終了した後、かつ、前記第２のフレームの次の第３のフレー
ムの前記デジタル画素信号の出力が開始する前の期間に前記記憶部から出力される
　ことを特徴とする請求項３又は４記載の固体撮像装置。
【請求項７】
　前記第１検査信号出力部から出力された前記第１検査信号と、前記記憶部に記憶された
前記第１検査信号とを比較することにより、前記記憶部の異常を判定する第１判定部を更
に有する
　ことを特徴とする請求項１乃至６のいずれか１項に記載の固体撮像装置。
【請求項８】
　前記第１判定部における第１判定結果は、あるフレームの前記デジタル画素信号の出力
が終了した後、かつ、次のフレームの前記デジタル画素信号の出力が開始する前の期間に
前記第１判定部から出力される
　ことを特徴とする請求項７記載の固体撮像装置。
【請求項９】
　アナログ信号である第２検査信号を出力する第２検査信号出力部と、
　前記第２検査信号又は前記画素信号が選択的に入力され、入力された信号をアナログ信
号のまま増幅する増幅部と
　を更に有し、
　前記増幅部から出力された前記第２検査信号は、前記読み出し部によりデジタル信号に
変換され、前記記憶部に記憶される
　ことを特徴とする請求項１乃至８のいずれか１項に記載の固体撮像装置。
【請求項１０】
　前記記憶部に記憶された前記第２検査信号は、あるフレームの前記デジタル画素信号の
出力が終了した後、かつ、次のフレームの前記デジタル画素信号の出力が開始する前の期
間に前記記憶部から出力される
　ことを特徴とする請求項９記載の固体撮像装置。
【請求項１１】
　前記第２検査信号出力部から出力された前記第２検査信号と、前記記憶部に記憶された
前記第２検査信号とを比較することにより、前記増幅部の異常を判定する第２判定部を更
に有する
　ことを特徴とする請求項９又は１０記載の固体撮像装置。
【請求項１２】
　前記第２判定部における第２判定結果は、あるフレームの前記デジタル画素信号の出力
が終了した後、かつ、次のフレームの前記デジタル画素信号の出力が開始する前の期間に
前記第２判定部から出力される
　ことを特徴とする請求項１１記載の固体撮像装置。
【請求項１３】
　複数の列をなすように配された複数の前記画素を有し、
　前記記憶部は、前記複数の列に対応して設けられた複数のメモリを有し、
　前記複数のメモリの各々は、前記複数の列のうちの対応する列に配された前記画素の前
記デジタル画素信号を記憶する
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　ことを特徴とする請求項１記載の固体撮像装置。
【請求項１４】
　前記複数のメモリの各々に記憶された前記デジタル画素信号又は前記第１検査信号を列
毎に順次出力回路に転送するための制御信号を前記記憶部に出力する走査回路を更に有す
る
　ことを特徴とする請求項１３記載の固体撮像装置。
【請求項１５】
　前記記憶部に記憶された前記第１検査信号は、あるフレームの前記デジタル画素信号の
出力が終了した後、かつ、次のフレームの前記デジタル画素信号の出力を開始する前の期
間に前記記憶部から出力される
　ことを特徴とする請求項１記載の固体撮像装置。
【請求項１６】
　請求項１乃至１５のいずれか１項に記載の固体撮像装置と、
　前記固体撮像装置から出力される信号を処理する信号処理部と
　を有することを特徴とする撮像システム。
【請求項１７】
　前記記憶部に記憶された前記第１検査信号と期待値との比較結果に基づいて、前記固体
撮像装置の異常を検出する異常検出部を更に有する
　ことを特徴とする請求項１６記載の撮像システム。
【請求項１８】
　移動体であって、
　請求項１乃至１５のいずれか１項に記載の固体撮像装置と、
　前記固体撮像装置の前記画素から出力される前記画素信号に基づく視差画像から、対象
物までの距離情報を取得する距離情報取得手段と、
　前記距離情報に基づいて前記移動体を制御する制御手段と
　を有することを特徴とする移動体。
【請求項１９】
　前記記憶部に記憶された前記第１検査信号と期待値との比較結果に基づいて、前記固体
撮像装置の異常を検出する異常検出部を更に有する
　ことを特徴とする請求項１８記載の移動体。
【請求項２０】
　複数の列及び複数の行を含む行列を構成するように配された複数の画素と、
　前記複数の列に対応して設けられ、対応する列に配された前記画素が出力する信号に基
づく情報をデジタル値としてそれぞれが保持する複数のメモリと、
　前記複数のメモリに、故障検査用の検査情報を供給する検査情報供給部と、
　前記複数のメモリが保持する情報を出力する出力回路と、を有し、
　前記出力回路は、前記複数の画素から出力された信号に基づく情報を行単位で出力し、
　前記出力回路は、前記複数のメモリの一部に保持された前記検査情報を１行分の出力期
間に相当する第１の期間に出力し、かつ、前記複数のメモリの他の一部に保持された前記
検査情報を前記第１の期間とは別であって、１行分の出力期間に相当する第２の期間に出
力し、
　前記第１の期間及び前記第２の期間は、それぞれ、あるフレームにおける前記出力回路
による一の行の画素情報の出力動作と、前記フレームにおける前記出力回路による他の行
の画素情報の出力動作の間の期間である
　ことを特徴とする固体撮像装置。
【請求項２１】
　前記複数のメモリのそれぞれが記憶可能な情報のビット数は、前記画素が出力する信号
に基づく情報のビット数よりも多く、
　前記出力回路は、一度に出力する情報のビット数が、前記画素が出力する信号に基づく
情報のビット数以下になるように、前記複数のメモリのそれぞれが記憶する情報をビット
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単位で分割して出力する
　ことを特徴とする請求項２０記載の固体撮像装置。
【請求項２２】
　前記出力回路は、前記画素が出力する信号に基づく第１の画像データの出力と、前記画
素が出力する信号に基づく第２の画像データの出力との間に、前記検査情報を供給した前
記複数のメモリから前記複数のメモリが保持する情報を出力する
　ことを特徴とする請求項２０又は２１記載の固体撮像装置。
【請求項２３】
　前記第２の画像データは、前記第１の画像データの次に出力される画像データである
　ことを特徴とする請求項２２記載の固体撮像装置。
【請求項２４】
　前記第１の画像データは第１のフレームの画像データであり、前記第２の画像データは
前記第１のフレームの次の第２のフレームの画像データである
　ことを特徴とする請求項２２又は２３記載の固体撮像装置。
【請求項２５】
　前記第１の画像データ及び前記第２の画像データは、一のフレームの異なる行のデータ
である
　ことを特徴とする請求項２２又は２３記載の固体撮像装置。
【請求項２６】
　前記出力回路は、前記第１の画像データの出力と前記第２の画像データの出力との間に
、前記複数のメモリが保持する前記検査情報の総てを出力する
　ことを特徴とする請求項２２乃至２５のいずれか１項に記載の固体撮像装置。
【請求項２７】
　前記出力回路は、前記第１の画像データの出力と前記第２の画像データの出力との間に
、前記複数のメモリが保持する前記検査情報のうちの一部を出力する
　ことを特徴とする請求項２２乃至２５のいずれか１項に記載の固体撮像装置。
【請求項２８】
　前記複数のメモリのそれぞれは、前記画素から出力される光信号に基づく第１の情報を
保持する第１のメモリと、前記画素から出力されるノイズ信号に基づく第２の情報を保持
する第２のメモリとを有し、
　前記出力回路は、前記第１のメモリに保持された情報に基づく第１のデジタル値から前
記第２のメモリに保持された情報に基づく第２のデジタル値を差し引いた第３のデジタル
値を出力する
　ことを特徴とする請求項２０乃至２７のいずれか１項に記載の固体撮像装置。
【請求項２９】
　前記画素が出力するアナログ信号を可変のＡＤ変換ゲインでデジタル信号に変換するＡ
Ｄ変換回路部を更に有し、
　前記第１の情報は、前記光信号を、第１のＡＤ変換ゲインでデジタル値に変換した情報
であり、
　前記第２の情報は、前記ノイズ信号を、第２のＡＤ変換ゲインでデジタル値に変換した
情報であり、
　前記出力回路は、前記第１のＡＤ変換ゲイン及び前記第２のＡＤ変換ゲインを考慮して
、前記第３のデジタル値を算出する
　ことを特徴とする請求項２８記載の固体撮像装置。
【請求項３０】
　前記複数のメモリのそれぞれは、前記第１のＡＤ変換ゲインと前記第２のＡＤ変換ゲイ
ンとの関係を示す情報を保持する第３のメモリを更に有する
　ことを特徴とする請求項２９記載の固体撮像装置。
【請求項３１】
　前記画素が出力する信号を可変の増幅率で増幅する増幅回路部を更に有し、
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　前記第１の情報は、前記光信号を第１の増幅率で増幅した信号をデジタル値に変換した
情報であり、
　前記第２の情報は、前記ノイズ信号を第２の増幅率で増幅した信号をデジタル値に変換
した情報であり、
　前記出力回路は、前記第１の増幅率及び前記第２の増幅率を考慮して、前記第３のデジ
タル値を算出する
　ことを特徴とする請求項２８記載の固体撮像装置。
【請求項３２】
　前記複数のメモリのそれぞれは、前記第１の増幅率と前記第２の増幅率との関係を示す
情報を保持する第３のメモリを更に有する
　ことを特徴とする請求項３１記載の固体撮像装置。
【請求項３３】
　前記検査情報供給部は、異なるタイミングで前記出力回路から情報が出力される少なく
とも２つの前記メモリに、互いに異なる前記検査情報を供給する
　ことを特徴とする請求項２０乃至３２のいずれか１項に記載の固体撮像装置。
【請求項３４】
　請求項２０乃至３３のいずれか１項に記載の固体撮像装置と、
　前記固体撮像装置から出力される信号を処理する信号処理部と
　を有することを特徴とする撮像システム。
【請求項３５】
　前記検査情報を供給した前記複数のメモリから出力された検査データと期待値との比較
結果に基づいて前記固体撮像装置の異常を検出する異常検出部を更に有する
　ことを特徴とする請求項３４記載の撮像システム。
【請求項３６】
　移動体であって、
　請求項２０乃至３３のいずれか１項に記載の固体撮像装置と、
　前記固体撮像装置の前記画素から出力される信号に基づく視差画像から、対象物までの
距離情報を取得する距離情報取得手段と、
　前記距離情報に基づいて前記移動体を制御する制御手段と
　を有することを特徴とする移動体。
【請求項３７】
　前記検査情報を供給した前記複数のメモリから出力された検査データと期待値との比較
結果に基づいて前記固体撮像装置の異常を検出する異常検出部を更に有する
　ことを特徴とする請求項３６記載の移動体。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　本発明の一観点によれば、アナログ信号である画素信号を出力する画素と、前記画素信
号をデジタル信号に変換してデジタル画素信号を生成する読み出し部と、前記デジタル画
素信号を記憶する記憶部と、第１検査信号を前記記憶部に出力して前記記憶部に記憶させ
るように構成されているとともに、前記画素信号を前記デジタル信号に変換する際の前記
記憶部の初期値に対応する初期化信号を出力するように構成された第１検査信号出力部と
、を有する固体撮像装置が提供される。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【０００９】
　また、本発明の他の一観点によれば、アナログ信号である画素信号を出力する画素と、
前記画素信号をデジタル信号に変換してデジタル画素信号を生成する読み出し部と、前記
デジタル画素信号を記憶する記憶部と、第１検査信号を前記記憶部に出力して前記記憶部
に記憶させるように構成されているとともに、前記画素信号を前記デジタル信号に変換す
る際の前記記憶部の初期値に対応する初期化信号を出力するように構成された第１検査信
号出力部と、を有する固体撮像装置と、前記固体撮像装置から出力される信号を処理する
信号処理部とを有する撮像システムが提供される。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　また、本発明の更に他の一観点によれば、移動体であって、アナログ信号である画素信
号を出力する画素と、前記画素信号をデジタル信号に変換してデジタル画素信号を生成す
る読み出し部と、前記デジタル画素信号を記憶する記憶部と、第１検査信号を前記記憶部
に出力して前記記憶部に記憶させるように構成されているとともに、前記画素信号を前記
デジタル信号に変換する際の前記記憶部の初期値に対応する初期化信号を出力するように
構成された第１検査信号出力部と、を有する固体撮像装置と、前記固体撮像装置の前記画
素から出力される前記画素信号に基づく視差画像から、対象物までの距離情報を取得する
距離情報取得手段と、前記距離情報に基づいて前記移動体を制御する制御手段とを有する
移動体が提供される。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　また、本発明の更に他の一観点によれば、複数の列及び複数の行を含む行列を構成する
ように配された複数の画素と、前記複数の列に対応して設けられ、対応する列に配された
前記画素が出力する信号に基づく情報をデジタル値としてそれぞれが保持する複数のメモ
リと、前記複数のメモリに、故障検査用の検査情報を供給する検査情報供給部と、前記複
数のメモリが保持する情報を出力する出力回路と、を有し、前記出力回路は、前記複数の
画素から出力された信号に基づく情報を行単位で出力し、前記出力回路は、前記複数のメ
モリの一部に保持された前記検査情報を１行分の出力期間に相当する第１の期間に出力し
、かつ、前記複数のメモリの他の一部に保持された前記検査情報を前記第１の期間とは別
であって、１行分の出力期間に相当する第２の期間に出力し、前記第１の期間及び前記第
２の期間は、それぞれ、あるフレームにおける前記出力回路による一の行の画素情報の出
力動作と、前記フレームにおける前記出力回路による他の行の画素情報の出力動作の間の
期間である固体撮像装置が提供される。
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